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健康長寿のために重要な身体活動量の測定に係る課題
















の高齢者一人を支える 18 歳から 64 歳までの生産























































（METs : Metabolic equivalents）という単位で表さ
れる4）。座って安静にしている状態を１メッツとし
て基準にし、歩行（含速歩）は速度に応じて 2 メッ
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出典：参考文献 5 を基に科学技術動向研究センターにて作成
kg/分）×60 分＝ 1.05 kcal/kg/ 時である。現場での
利用の利便性を考慮して、1 メッツの強度の場合の
エネルギー消費率を 1 kcal/kg/ 時とする場合も多
い（例えば、3 メッツ・時の身体活動を行った場
合、体重が 60 kg であればエネルギー消費量は 3×
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3–2–2　3 軸加速度センサを搭載した活動量計
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中沢　孝
科学技術動向研究センター　特別研究員
群馬県出身。大学院修士課程（専門はマイクロ波アンテナ）修了後宇宙開発機関に
てロケット搭載機器の開発や宇宙飛行士訓練設備の整備、宇宙食の開発等に従事。
2011年 6月より、ライフサイエンス分野の調査・分析を担当。健康寿命の向上に
興味がある。趣味はランニングとスクエアダンス。
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